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〔
註
〕

（
１
）	

史
料
の
引
用
に
関
し
て
は
、現
存
す
る
銘
文
を
除
い
て
、原
則
と
し
て
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。ま
た
、〈

　
〉内
は
割
注
を
示
す
。

（
２
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
編
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏
』（
同
朋
舎

　
昭
和
五
十
四
年
〈
一
九
七
九
〉
八
月
）

（
３
）（
２
）
に
同
じ
。

（
４
）	

石
原
道
博
編
訳
『
新
訂
魏
志
倭
人
伝
・
後
漢
書
倭
伝
・
宋
書
倭
国
伝
・
隋
書
倭
国
伝
―
中
国
正
史
日
本
伝
（
１
）
―
』（
岩
波

文
庫

　
岩
波
書
店

　
昭
和
六
十
年
〈
一
九
八
五
〉
五
月
）

（
５
）「
丙
辰
」
は
建
久
七
年
に
当
る
の
で
、「
建
長
」
は
「
建
久
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
止
利
仏
師
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（73） 宗窪田統泰と桂林寺涅槃図

窪
田
統
泰
と
桂
林
寺
涅
槃
図

相

澤

正

彦

は
じ
め
に

窪
田
家
は
、
十
五
世
紀
の
前
半
か
ら
十
六
世
紀
の
半
ば
（
一
四
二
二
～
一
五
五
五
）
に
か
け
て
、
三
代
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
絵
師
と

し
て
活
躍
し
た
家
系
で
あ
る（

１
）。

土
佐
派
や
狩
野
派
と
同
じ
く
し
て
室
町
画
壇
の
一
角
を
占
め
る
が
、
狩
野
家
よ
り
は
む
し
ろ
古
く

十
五
世
紀
第
一
四
半
世
紀
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
三
代
が
御
用
に
あ
ず
か
っ
た
の
は
天
皇
・
皇
家
（
後
土
御
門
天
皇
、

後
崇
光
院
）、
貴
族
（
近
衛
家
、
三
条
西
家
、
甘
露
寺
家
、
山
科
家
な
ど
）、
室
町
将
軍
家
（
義
教
）、
守
護
大
名
（
若
狭
武
田
氏
）、

五
山
禅
僧
（
亀
泉
集
証
）、
京
都
法
華
宗
（
本
圀
寺
・
本
覚
寺
）
と
い
っ
た
面
々
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
る
限
り
室
町
期
の
有
力
画
派

の
一
つ
と
し
て
十
分
に
み
と
め
ら
れ
よ
う
。

と
ま
れ
土
佐
、
狩
野
ほ
ど
の
メ
ジ
ャ
ー
な
存
在
で
は
な
く
、
両
家
の
よ
う
に
自
ら
の
家
の
絵
画
様
式
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
弟
子

を
あ
る
程
度
抱
え
た
工
房
組
織
が
あ
っ
た
の
か
、
な
ど
な
ど
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
記
録
か
ら
見
た
場
合
、
個
人
的
な

活
躍
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
画
派
と
い
う
よ
り
は
、「
絵
師
の
家
」
と
い
う
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
窪
田
家
に
つ
い
て
は
美
術
史
方
面
に
と
ど
ま
ら
ず（

２
）、

む
し
ろ
芸
能
史
方
面
か
ら
の
研
究
が
詳
細
で
あ
る
。
特
に
松
岡
心
平
氏
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が
歴
代
に
わ
た
る
豊
富
な
同
時
代
史
料
を
紹
介
さ
れ
、
芸
能
者
と
し
て
の
活
躍
を
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る（

３
）。

何
と
な
れ
ば
窪
田
家
歴

代
は
当
時
流
行
し
た
手
猿
楽
の
名
手
と
し
て
の
記
録
が
圧
倒
的
な
数
に
の
ぼ
り
、
貴
紳
た
ち
の
日
記
に
は
そ
の
美
声
を
も
っ
て
し
ば

し
ば
賞
賛
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
美
術
史
方
面
か
ら
の
窪
田
家
研
究
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
派
の
遺
品
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
い
う

点
に
つ
き
る
。
初
代
「
窪
田
」（
？
～
一
四
四
二‒

四
三
～
？
）、
二
代
「
藤
兵
衛
督
」（
？
～
一
四
七
七‒

一
五
〇
四
～
？
）
の
作
品

は
な
く
、
今
、
知
ら
れ
る
作
品
は
三
代
目
の
「
窪
田
又
次
郎
統
泰
」（
？
～
一
五
二
二‒

五
五
～
？
）
の
三
点
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
京
都
・
本
圀
寺
の
絵
巻
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」、
能
楽
者
の
肖
像
「
宮
増
弥
左
衛
門
像
」（
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
）、
そ
し
て
本

稿
で
取
り
上
げ
る
舞
鶴
市
・
桂
林
寺
の
「
涅
槃
図
」
で
あ
る
。
乏
し
い
と
は
い
え
、
こ
の
三
点
は
窪
田
家
の
お
か
れ
た
環
境
を
よ
く

物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
蓮
の
註
画
讃
絵
巻
を
描
く
に
ふ
さ
わ
し
い
法
華
宗
絵
師
で
も
あ
り
、
同
時
に
手
猿
楽
の
名
手
と
し
て

お
な
じ
職
能
者
宮
増
氏
の
肖
像
を
描
き
、
さ
ら
に
涅
槃
図
の
所
在
地
丹
後
地
方
は
統
泰
が
そ
の
隣
国
若
狭
の
有
力
守
護
大
名
武
田
氏

の
代
官
粟
屋
元
隆
の
被
官
で
あ
っ
た
と
い
う
地
縁
に
も
関
係
す
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

松
岡
氏
の
研
究
か
ら
、
窪
田
統
泰
は
生
没
年
未
詳
な
が
ら
、
そ
の
活
躍
期
は
一
五
二
二
か
ら
三
十
年
余
り
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
。
遺
作
の
中
で
は
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
、単
行
本
は
じ
め
い
く
つ
か
の
絵
巻
全
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
日
蓮
の
一
生
を
描
い
た
集
成
的
絵
伝
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
室
町
後
期
の
大
和
絵
様
式
を
顕
著
に
示
す
作
例
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
き
た
。
画
風
は
奥
書
の
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
ふ
さ
わ
し
く
、
和
漢
融
合
的
な
性
格
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お

い
て
は
、
当
時
の
土
佐
家
当
主
の
土
佐
光
茂
の
作
風
に
準
ず
る
と
こ
ろ
が
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
光
茂
画
の
古
典
的
格
調
は
影
を
潜

め
、
む
し
ろ
人
物
の
表
情
や
姿
態
に
見
ら
れ
る
平
俗
性
や
、
樹
岩
な
ど
の
諸
モ
チ
ー
フ
に
見
ら
れ
る
奇
矯
性
、
ど
ぎ
つ
い
ほ
ど
の
彩

色
、
運
筆
に
見
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
躍
動
感
に
室
町
後
期
を
生
き
た
絵
師
窪
田
統
泰
の
作
画
手
法
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
い
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え
よ
う
。

こ
れ
に
次
ぐ
統
泰
の
代
表
作
と
見
な
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
こ
の
桂
林
寺
の
涅
槃
図（

４
）

で
あ
る
。
縦
二
四
八
・
〇
セ
ン
チ
、
横

一
二
六
・
五
セ
ン
チ
と
い
う
縦
長
の
大
幅
で
あ
る
。
京
都
府
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成
十
三
年
の
大
規
模
な
修
理
に
よ
っ
て
面
目

を
一
新
し
た
。
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
と
い
う
裏
書
に
よ
っ
て
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」（
一
五
三
六
年
）
を
十
五
年
ほ
ど
遡
る
、

統
泰
の
初
期
の
作
例
と
み
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
本
涅
槃
図
に
統
泰
の
落
款
印
章
な
ど
は
見
当
た
ら
ず
、
様
式
上
か
ら
も
こ
れ

ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

小
稿
で
は
裏
書
の
問
題
と
も
か
ら
め
、
こ
の
涅
槃
図
と
窪
田
統
泰
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

一
、
窪
田
家
と
仏
画
制
作

本
題
に
入
る
前
に
歴
代
窪
田
家
の
作
域
と
仏
画
関
係
の
も
の
を
み
て
お
き
た
い
。

初
代
窪
田
に
は
文
献
上
、「
三
寺
談
話
絵
巻
」（
一
四
四
一
年
）、「
中
山
法
師
絵
巻
」（
一
四
四
三
年
）、「
強
力
女
絵
巻
」（
一
四
四
三
年
）

と
い
う
三
点
の
絵
巻
類
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
将
軍
義
教
が
制
作
を
命
じ
た
「
三
寺
談
話
絵
巻
」
は
天
台
・
法
華
・
浄
土
各
宗

の
の
法
論
を
食
通
の
喩
え
で
表
し
た
「
酒
飯
論
絵
巻
」（
静
嘉
堂
文
庫
本
、
文
化
庁
蔵
狩
野
派
筆
本
な
ど
）
な
ど
の
源
流
に
比
定
す

る
こ
と
も
出
来
、「
中
山
法
師
絵
巻
」
は
京
都
の
法
華
宗
隆
盛
の
基
礎
を
築
い
た
下
総
中
山
法
華
経
寺
日
親
の
オ
ン
タ
イ
ム
で
の
布

教
活
動
を
描
い
た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る（

５
）。

絵
巻
と
は
い
え
、い
ず
れ
も
法
華
宗
門
に
関
係
す
る
仏
教
関
係
の
作
例
と
見
な
さ
れ
る
。

二
代
目
の
窪
田
藤
兵
衛
督
は
山
科
家
の
家
礼
「
大
沢
氏
像
」（
一
四
八
八
年
）、
相
国
寺
の
「
亀
泉
集
証
像
」（
一
四
九
一
～
二
）

な
ど
の
肖
像
画
類
、「
竹
生
島
扇
面
図
」（
一
四
九
一
年
）
な
ど
の
名
所
絵
、
甘
露
寺
元
長
依
頼
の
「
盃
台
絵
」（
一
五
〇
四
年
）、
法
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え
よ
う
。

こ
れ
に
次
ぐ
統
泰
の
代
表
作
と
見
な
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
こ
の
桂
林
寺
の
涅
槃
図（

４
）

で
あ
る
。
縦
二
四
八
・
〇
セ
ン
チ
、
横

一
二
六
・
五
セ
ン
チ
と
い
う
縦
長
の
大
幅
で
あ
る
。
京
都
府
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成
十
三
年
の
大
規
模
な
修
理
に
よ
っ
て
面
目

を
一
新
し
た
。
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
と
い
う
裏
書
に
よ
っ
て
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」（
一
五
三
六
年
）
を
十
五
年
ほ
ど
遡
る
、

統
泰
の
初
期
の
作
例
と
み
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
本
涅
槃
図
に
統
泰
の
落
款
印
章
な
ど
は
見
当
た
ら
ず
、
様
式
上
か
ら
も
こ
れ

ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

小
稿
で
は
裏
書
の
問
題
と
も
か
ら
め
、
こ
の
涅
槃
図
と
窪
田
統
泰
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

一
、
窪
田
家
と
仏
画
制
作

本
題
に
入
る
前
に
歴
代
窪
田
家
の
作
域
と
仏
画
関
係
の
も
の
を
み
て
お
き
た
い
。

初
代
窪
田
に
は
文
献
上
、「
三
寺
談
話
絵
巻
」（
一
四
四
一
年
）、「
中
山
法
師
絵
巻
」（
一
四
四
三
年
）、「
強
力
女
絵
巻
」（
一
四
四
三
年
）

と
い
う
三
点
の
絵
巻
類
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
将
軍
義
教
が
制
作
を
命
じ
た
「
三
寺
談
話
絵
巻
」
は
天
台
・
法
華
・
浄
土
各
宗

の
の
法
論
を
食
通
の
喩
え
で
表
し
た
「
酒
飯
論
絵
巻
」（
静
嘉
堂
文
庫
本
、
文
化
庁
蔵
狩
野
派
筆
本
な
ど
）
な
ど
の
源
流
に
比
定
す

る
こ
と
も
出
来
、「
中
山
法
師
絵
巻
」
は
京
都
の
法
華
宗
隆
盛
の
基
礎
を
築
い
た
下
総
中
山
法
華
経
寺
日
親
の
オ
ン
タ
イ
ム
で
の
布

教
活
動
を
描
い
た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る（

５
）。

絵
巻
と
は
い
え
、い
ず
れ
も
法
華
宗
門
に
関
係
す
る
仏
教
関
係
の
作
例
と
見
な
さ
れ
る
。

二
代
目
の
窪
田
藤
兵
衛
督
は
山
科
家
の
家
礼
「
大
沢
氏
像
」（
一
四
八
八
年
）、
相
国
寺
の
「
亀
泉
集
証
像
」（
一
四
九
一
～
二
）

な
ど
の
肖
像
画
類
、「
竹
生
島
扇
面
図
」（
一
四
九
一
年
）
な
ど
の
名
所
絵
、
甘
露
寺
元
長
依
頼
の
「
盃
台
絵
」（
一
五
〇
四
年
）、
法
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華
宗
寺
院
で
あ
る
本
覚
寺
の
「
三
十
六
歌
仙
絵
」（
一
五
二
九
年
以
前
）
な
ど
世
俗
的
な
絵
画
作
例
が
目
立
っ
て
い
る
。
が
、
い
っ

ぽ
う
で
仏
画
関
係
で
も
注
目
す
べ
き
画
事
が
見
え
る
。
そ
れ
は
後
土
御
門
天
皇
即
位
を
記
念
す
る
御
世
始
三
壇
法
に
お
け
る
本
尊
の

一
つ
「
如
意
輪
観
音
像
」
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
一
四
九
一
年
）。
三
壇
法
本
尊
の
制
作
は
本
来
が
宮
廷
絵
所
の
職
域
で
あ

り
、
当
時
の
絵
所
絵
師
土
佐
光
信
を
さ
し
お
い
て
、
な
ぜ
藤
兵
衛
督
が
こ
の
任
に
当
た
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
、
は
な
は
だ
理
解
に

苦
し
む
。
と
ま
れ
仏
画
制
作
で
も
最
も
格
式
の
高
い
三
壇
法
本
尊
制
作
に
起
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
、
仏
画
方
面
の
技
量
が
認

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
技
法
上
の
点
に
関
し
て
は
も
う
一
つ
、
亀
泉
の
依
頼
で
東
福
寺
の
「
仏
眼
仏
母

像
」
を
補
修
し
た
記
録
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
一
四
九
二
年
）。
こ
の
時
は
補
彩
を
施
し
た
の
だ
が
、
藤
兵
衛
督
が
仏
画
技
法
に
精

通
し
た
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
代
目
藤
兵
衛
督
は
他
方
面
の
作
域
で
活
躍
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
俗
名
で
通
し
て
お
り
、
絵
仏
師
で
は
な
く
在
俗
の
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
当
の
三
代
目
統
泰
も
三
つ
の
現
存
作
品
以
外
、史
料
的
に
は
「
扇
絵
」、「
渡
唐
天
神
像
」（
共
に
一
五
三
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

が
、
注
目
す
べ
き
は
『
等
伯
画
説
』
に
本
囶
寺
に
「
日
蓮
聖
人
註
画
賛
」
以
外
に｢

法
華
説
相
図
二
十
八
品
」
の
絵
が
あ
っ
た
と
記

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
本
格
的
な
仏
画
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
在
俗
の
絵
師
が
仏
画
制
作
に
あ
た
る
の
は
室
町
時
代
も

変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
土
佐
、
狩
野
家
も
こ
れ
に
従
事
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
窪
田
家
に
は
仏
画
師
的
な
性
格
が
強
く

感
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
法
華
宗
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
続
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

と
な
れ
ば
涅
槃
図
と
い
っ
た
作
域
は
む
し
ろ
窪
田
家
の
得
意
な
分
野
に
属
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

二
、
桂
林
寺
本
の
画
風
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大
幅
が
多
い
涅
槃
図
の
中
に
お
い
て
、
桂
林
寺
の
涅
槃
図
は
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
大
き
さ
を
も
つ
（
図
１
～
11
）。
中
心
に
は
釈

迦
の
涅
槃
と
諸
菩
薩
や
諸
神
、
下
部
に
は
王
侯
貴
族
ら
衆
生
た
ち
、
上
部
に
は
八
本
の
沙
羅
双
樹
と
背
景
に
跋
堤
河
、
向
か
っ
て
右

最
上
部
に
忉
利
天
か
ら
飛
来
す
る
麻
耶
夫
人
一
行
を
描
き
出
す
。
釈
迦
の
姿
態
は
や
や
硬
直
し
た
よ
う
に
長
方
形
に
描
か
れ
、
柔
ら

か
な
体
の
ひ
ね
り
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
時
代
の
涅
槃
表
現
の
通
例
の
形
を
示
し
て
い
る
。
肉
身
や
法
衣
に
金
箔
を
施
す
が
、
も
は
や

箔
の
摩
滅
が
著
し
い
。
法
衣
部
の
衣
文
線
に
は
太
め
の
切
金
を
施
し
、
そ
の
内
部
に
は
幾
つ
か
の
細
い
切
金
文
様
を
施
す
。

切
金
は
こ
の
部
分
の
み
で
、
そ
の
他
の
法
具
や
衆
生
の
持
物
な
ど
に
は
金
泥
の
み
が
施
さ
れ
る
。
衆
生
た
ち
の
部
分
で
あ
る
が
、

全
体
の
彩
色
で
は
朱
、
群
青
、
緑
青
等
の
色
が
目
立
つ
た
め
に
、
か
な
り
鮮
や
か
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
目
立
つ
彩

色
は
補
彩
に
よ
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
、
幾
つ
か
の
衣
部
分
に
見
ら
れ
る
群
青
や
緑
青
は
全
く
彩
色
が
剥
落
し
た
ま
ま

の
部
分
も
確
認
さ
れ
る
。
地
絹
は
下
部
の
一
部
に
剥
離
欠
失
部
分
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
絹
目
は
端
正
に
つ
み
、
損
傷
も
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
な
い
。

い
き
お
い
こ
れ
ら
彩
色
の
上
の
輪
郭
線
や
衣
文
線
な
ど
も
後
補
の
描
き
起
こ
し
が
多
い
。
特
に
衣
文
線
は
こ
の
傾
向
が
強
く
、
起

点
と
な
る
打
ち
込
み
な
ど
も
た
ど
た
ど
し
い
の
は
こ
の
後
補
の
描
線
ゆ
え
の
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
上
記
し
た
釈
迦
の
身

体
部
分
も
同
様
な
こ
と
が
い
え
、
切
金
線
な
ど
も
後
補
の
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。
穏
や
か
な
顔
貌
部
分
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

衆
生
の
肉
線
に
は
墨
線
の
み
で
は
な
く
朱
線
を
重
ね
引
く
部
分
も
あ
る
が
ま
ち
ま
ち
で
、
描
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
き
ら
い
が
あ

る
。
衆
生
の
顔
の
描
線
な
ど
に
は
仏
画
の
謹
直
感
は
な
く
、
柔
ら
か
く
湾
曲
し
た
融
通
無
碍
と
も
い
え
る
描
線
が
目
立
つ
が
、
こ
れ

も
後
補
線
が
し
か
ら
し
め
る
部
分
も
多
い
。
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
描
線
の
特
質
を
持
っ
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
こ
の
自
由
さ
は
や
は
り
室
町
後
期
と
い
う
時
代
性
か
ら
来
る
と
こ
ろ
が
強
い
の
だ
ろ
う
。
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大
幅
が
多
い
涅
槃
図
の
中
に
お
い
て
、
桂
林
寺
の
涅
槃
図
は
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
大
き
さ
を
も
つ
（
図
１
～
11
）。
中
心
に
は
釈

迦
の
涅
槃
と
諸
菩
薩
や
諸
神
、
下
部
に
は
王
侯
貴
族
ら
衆
生
た
ち
、
上
部
に
は
八
本
の
沙
羅
双
樹
と
背
景
に
跋
堤
河
、
向
か
っ
て
右

最
上
部
に
忉
利
天
か
ら
飛
来
す
る
麻
耶
夫
人
一
行
を
描
き
出
す
。
釈
迦
の
姿
態
は
や
や
硬
直
し
た
よ
う
に
長
方
形
に
描
か
れ
、
柔
ら

か
な
体
の
ひ
ね
り
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
時
代
の
涅
槃
表
現
の
通
例
の
形
を
示
し
て
い
る
。
肉
身
や
法
衣
に
金
箔
を
施
す
が
、
も
は
や

箔
の
摩
滅
が
著
し
い
。
法
衣
部
の
衣
文
線
に
は
太
め
の
切
金
を
施
し
、
そ
の
内
部
に
は
幾
つ
か
の
細
い
切
金
文
様
を
施
す
。

切
金
は
こ
の
部
分
の
み
で
、
そ
の
他
の
法
具
や
衆
生
の
持
物
な
ど
に
は
金
泥
の
み
が
施
さ
れ
る
。
衆
生
た
ち
の
部
分
で
あ
る
が
、

全
体
の
彩
色
で
は
朱
、
群
青
、
緑
青
等
の
色
が
目
立
つ
た
め
に
、
か
な
り
鮮
や
か
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
目
立
つ
彩

色
は
補
彩
に
よ
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
、
幾
つ
か
の
衣
部
分
に
見
ら
れ
る
群
青
や
緑
青
は
全
く
彩
色
が
剥
落
し
た
ま
ま

の
部
分
も
確
認
さ
れ
る
。
地
絹
は
下
部
の
一
部
に
剥
離
欠
失
部
分
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
絹
目
は
端
正
に
つ
み
、
損
傷
も
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
な
い
。

い
き
お
い
こ
れ
ら
彩
色
の
上
の
輪
郭
線
や
衣
文
線
な
ど
も
後
補
の
描
き
起
こ
し
が
多
い
。
特
に
衣
文
線
は
こ
の
傾
向
が
強
く
、
起

点
と
な
る
打
ち
込
み
な
ど
も
た
ど
た
ど
し
い
の
は
こ
の
後
補
の
描
線
ゆ
え
の
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
上
記
し
た
釈
迦
の
身

体
部
分
も
同
様
な
こ
と
が
い
え
、
切
金
線
な
ど
も
後
補
の
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。
穏
や
か
な
顔
貌
部
分
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

衆
生
の
肉
線
に
は
墨
線
の
み
で
は
な
く
朱
線
を
重
ね
引
く
部
分
も
あ
る
が
ま
ち
ま
ち
で
、
描
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
き
ら
い
が
あ

る
。
衆
生
の
顔
の
描
線
な
ど
に
は
仏
画
の
謹
直
感
は
な
く
、
柔
ら
か
く
湾
曲
し
た
融
通
無
碍
と
も
い
え
る
描
線
が
目
立
つ
が
、
こ
れ

も
後
補
線
が
し
か
ら
し
め
る
部
分
も
多
い
。
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
描
線
の
特
質
を
持
っ
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
こ
の
自
由
さ
は
や
は
り
室
町
後
期
と
い
う
時
代
性
か
ら
来
る
と
こ
ろ
が
強
い
の
だ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
本
涅
槃
図
を
仔
細
に
見
て
い
く
と
、
後
補
の
彩
色
や
描
線
が
少
な
か
ら
ず
看
取
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
中
世
後
半
の
涅
槃
図
と
し
て
堂
々
と
し
た
本
尊
仏
画
に
ふ
さ
わ
し
い
骨
法
を
有
し
て
お
り
、
素
人
的
な
技
法
、
描
法
な
ど
は
微
塵

も
見
ら
れ
ず
、
専
門
的
な
絵
仏
師
の
作
に
帰
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
桂
林
寺
涅
槃
図
に
統
泰
の
筆
跡
が
読
み
取
れ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
残
る
統
泰
作
品
は
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
と
い
う

大
和
絵
風
の
絵
巻
の
み
の
た
め
、
比
較
は
困
難
に
近
い
。
確
か
に
統
泰
の
人
物
描
写
は
皆
ギ
ョ
ッ
ロ
と
し
た
眼
で
や
や
野
卑
な
顔
貌

表
現
が
見
ら
れ
、
桂
林
寺
本
の
衆
生
に
も
嘆
き
の
感
情
を
表
そ
う
と
過
度
に
顔
を
歪
め
た
卑
俗
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
若
杉
準
治
氏
が
「
人
物
描
写
に
さ
し
た
る
共
通
性
が
見
出
せ
な
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
が
、
土
坡
に
み
ら
れ
る
群

青
と
緑
青
の
重
ね
塗
り
の
手
法
な
ど
に
は
共
通
性
が
あ
り
、
あ
る
い
は
仏
画
と
絵
巻
と
で
幾
分
描
写
法
を
変
え
た
た
め
か
と
考
え
ら

れ
る
」

（
６
）

と
既
に
疑
問
を
呈
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
桂
林
寺
本
に
見
ら
れ
る
群
青
と
緑
青
部
分
も
後
補
が
多
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
両

作
品
に
相
通
じ
る
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

ひ
と
つ
だ
け
留
意
す
べ
き
は
、
人
物
の
衣
文
線
を
打
ち
込
む
際
に
、
起
線
を
真
横
に
打
ち
込
む
た
め
、
そ
れ
に
続
く
線
と
直
角
の

形
を
な
す
こ
と
（
註
12
︲
ａ
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』（
註
12
︲
ｂ
）
も
『
宮
増
弥
左
衛
門
像
』（
註
12
︲
ｃ
）
に

も
共
通
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

三
、
桂
林
寺
本
の
銘
文

こ
こ
で
は
改
め
て
、
統
泰
筆
と
す
る
唯
一
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
幅
裏
の
銘
文
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
こ
に
は
四
種
類

に
及
ぶ
時
代
の
異
な
る
銘
文
が
あ
る
の
だ
が
、
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

７
）（

図
13
・
14
）。
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①
「
涅
槃
像
奉
可
㕝
」（
直
接
幅
裏
に
書
写
・
写
し
）

　
　
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
と
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
涅
槃
図
制
作
に
か
か
わ
る
事
柄
を
記
す
。
次
の
②
の
銘
文
と
同
筆
だ

が
、
書
写
年
代
、
執
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
。

②
「
此
度
奉
加
衆
次
第
不
同
」（
直
接
幅
裏
に
書
写
）

　
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
修
理
銘
の
写
し
。
①
と
同
筆
だ
が
、
書
写
年
代
、
執
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
。

　

③
修
理
銘
（
添
付
紙
）

　
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
二
月
に
桂
林
寺
住
持
普
頑
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
修
理
銘（

８
）。

④
修
理
銘
（
直
接
幅
裏
に
書
写
）

　
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
八
月
に
桂
林
寺
住
持
金
嶺
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
修
理
銘
。

こ
の
銘
文
自
体
の
現
状
が
、
幅
裏
に
直
接
に
描
か
れ
た
り
、
添
付
紙
に
書
か
れ
た
り
と
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
四
種
の
中

で
①
②
は
同
筆
で
あ
る
。
し
か
も
②
に
は
不
読
の
部
分
を
欠
字
（
□
□
）
で
表
記
し
て
い
る
た
め
、
慶
安
二
年
の
修
理
銘
を
写
し
た

も
の
と
い
え
る
。
と
な
れ
ば
①
②
は
②
の
慶
安
の
年
記
以
降
に
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
で
は
寛
保
四
年
の

③
と
同
筆
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
こ
の
四
種
の
位
置
関
係
か
ら
し
て
、
や
は
り
①
か
ら
④
ま
で
準
じ
書
か
れ
た
り
貼
ら
れ
た

り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
や
は
り
最
初
に
ま
と
め
て
①
②
が
書
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
②
に
記
さ
れ
た
慶
安
二
年
か

ら
寛
保
四
年
に
③
が
貼
ら
れ
る
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
く
は
③
が
貼
ら
れ
た
同
時
期
と
も
推
測
で
き
よ
う
。
そ
し

て
最
後
の
文
化
十
年
に
④
が
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
ま
れ
桂
林
寺
本
は
慶
安
②
、
寛
保
③
、
文
化
④
の
三
時
期
に
修
理
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
来
と
し
て
は
、
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こ
の
よ
う
に
本
涅
槃
図
を
仔
細
に
見
て
い
く
と
、
後
補
の
彩
色
や
描
線
が
少
な
か
ら
ず
看
取
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
中
世
後
半
の
涅
槃
図
と
し
て
堂
々
と
し
た
本
尊
仏
画
に
ふ
さ
わ
し
い
骨
法
を
有
し
て
お
り
、
素
人
的
な
技
法
、
描
法
な
ど
は
微
塵

も
見
ら
れ
ず
、
専
門
的
な
絵
仏
師
の
作
に
帰
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
桂
林
寺
涅
槃
図
に
統
泰
の
筆
跡
が
読
み
取
れ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
残
る
統
泰
作
品
は
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
と
い
う

大
和
絵
風
の
絵
巻
の
み
の
た
め
、
比
較
は
困
難
に
近
い
。
確
か
に
統
泰
の
人
物
描
写
は
皆
ギ
ョ
ッ
ロ
と
し
た
眼
で
や
や
野
卑
な
顔
貌

表
現
が
見
ら
れ
、
桂
林
寺
本
の
衆
生
に
も
嘆
き
の
感
情
を
表
そ
う
と
過
度
に
顔
を
歪
め
た
卑
俗
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
若
杉
準
治
氏
が
「
人
物
描
写
に
さ
し
た
る
共
通
性
が
見
出
せ
な
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
が
、
土
坡
に
み
ら
れ
る
群

青
と
緑
青
の
重
ね
塗
り
の
手
法
な
ど
に
は
共
通
性
が
あ
り
、
あ
る
い
は
仏
画
と
絵
巻
と
で
幾
分
描
写
法
を
変
え
た
た
め
か
と
考
え
ら

れ
る
」

（
６
）

と
既
に
疑
問
を
呈
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
桂
林
寺
本
に
見
ら
れ
る
群
青
と
緑
青
部
分
も
後
補
が
多
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
両

作
品
に
相
通
じ
る
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

ひ
と
つ
だ
け
留
意
す
べ
き
は
、
人
物
の
衣
文
線
を
打
ち
込
む
際
に
、
起
線
を
真
横
に
打
ち
込
む
た
め
、
そ
れ
に
続
く
線
と
直
角
の

形
を
な
す
こ
と
（
註
12
︲
ａ
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』（
註
12
︲
ｂ
）
も
『
宮
増
弥
左
衛
門
像
』（
註
12
︲
ｃ
）
に

も
共
通
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

三
、
桂
林
寺
本
の
銘
文

こ
こ
で
は
改
め
て
、
統
泰
筆
と
す
る
唯
一
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
幅
裏
の
銘
文
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
こ
に
は
四
種
類

に
及
ぶ
時
代
の
異
な
る
銘
文
が
あ
る
の
だ
が
、
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

７
）（

図
13
・
14
）。
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①
「
涅
槃
像
奉
可
㕝
」（
直
接
幅
裏
に
書
写
・
写
し
）

　
　
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
と
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
涅
槃
図
制
作
に
か
か
わ
る
事
柄
を
記
す
。
次
の
②
の
銘
文
と
同
筆
だ

が
、
書
写
年
代
、
執
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
。

②
「
此
度
奉
加
衆
次
第
不
同
」（
直
接
幅
裏
に
書
写
）

　
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
修
理
銘
の
写
し
。
①
と
同
筆
だ
が
、
書
写
年
代
、
執
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
。

　

③
修
理
銘
（
添
付
紙
）

　
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
二
月
に
桂
林
寺
住
持
普
頑
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
修
理
銘（

８
）。

④
修
理
銘
（
直
接
幅
裏
に
書
写
）

　
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
八
月
に
桂
林
寺
住
持
金
嶺
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
修
理
銘
。

こ
の
銘
文
自
体
の
現
状
が
、
幅
裏
に
直
接
に
描
か
れ
た
り
、
添
付
紙
に
書
か
れ
た
り
と
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
四
種
の
中

で
①
②
は
同
筆
で
あ
る
。
し
か
も
②
に
は
不
読
の
部
分
を
欠
字
（
□
□
）
で
表
記
し
て
い
る
た
め
、
慶
安
二
年
の
修
理
銘
を
写
し
た

も
の
と
い
え
る
。
と
な
れ
ば
①
②
は
②
の
慶
安
の
年
記
以
降
に
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
で
は
寛
保
四
年
の

③
と
同
筆
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
こ
の
四
種
の
位
置
関
係
か
ら
し
て
、
や
は
り
①
か
ら
④
ま
で
準
じ
書
か
れ
た
り
貼
ら
れ
た

り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
や
は
り
最
初
に
ま
と
め
て
①
②
が
書
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
②
に
記
さ
れ
た
慶
安
二
年
か

ら
寛
保
四
年
に
③
が
貼
ら
れ
る
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
く
は
③
が
貼
ら
れ
た
同
時
期
と
も
推
測
で
き
よ
う
。
そ
し

て
最
後
の
文
化
十
年
に
④
が
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
ま
れ
桂
林
寺
本
は
慶
安
②
、
寛
保
③
、
文
化
④
の
三
時
期
に
修
理
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
来
と
し
て
は
、
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①
②
③
を
勘
案
す
る
と
、
最
初
は
丹
後
国
分
寺
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
が
米
津
の
萬
福
寺
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
舞
鶴
城
主
と
し
て
田
辺

城
に
入
っ
た
細
川
幽
齊
に
よ
っ
て
お
膝
元
の
桂
林
寺
に
施
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
慶
安
二
年
の
修
理
で
は
木
村
清
順
と
い

う
絵
師
が
担
当
し
て
い
る
。

さ
て
こ
の
中
で
、
統
泰
に
関
わ
る
制
作
時
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
は
①
で
あ
る
。
不
読
文
字
や
省
略
等
（「
︲
︲
︲
」
と
い
っ
た

表
記
）
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
後
世
の
写
し
と
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
桂
林
寺
本
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
こ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
吟
味
さ
れ
た
こ
と
が
無
く
、文
章
の
引
用
も「
大
永
二
年････

拾
月
九
日
」

ま
で
掲
出
し
、
後
続
文
は
一
顧
た
り
と
も
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
①
の
銘
文
を
抄
出
し
て
み
た
い
。

　
　
　
涅
槃
像
奉
可
㕝

 

三
百
文

　
國
富
右
京
亮
信
真

　
　
　
百
文

　
　
　
同

　
信
當

 

百
疋

　
　
同

　
宮
本
息
女

　
　
　
　
百
文

　
　
　
延
永
安
次
郎
母
儀

　（
以
下
、
二
十
八
人
の
寄
進
者
名

　
略
）

　
　
　
　
　
　
︲
︲
︲
禅
尼

又
此
後

右
丹
後
国
分
寺
涅
槃
像
興
行
國
富
右
京
亮
信
真

繪
師

　
　
　
　
　
　
　
城
州
窪
田
又
次
郎
統
泰

表
具
師

　
　
　
　
　
　
　
　
式
部
卿
周
芳

奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
呈
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従
大
永
二
年
壬
午
拾
月
九
日

丹
後
符（

府
）中

国
分
寺
雖
為
寺
物
子
細
有
テ
米
津
萬
福
寺

之
寺
物
用
之
昔（

旹
）永

禄
九
年
歳
涅
槃
像
絹
五
幅
ニ
常
光
院

重
阿
致
勧
進
一
幅
雖
仕
立
候
此
繪
像
如
形
成
繪
テ
而
候
間

永
禄
九
ヨ
リ
沽
却
仕
リ
此
繪
ニ
仕
替
候
条
前
之
旦
那
ヲ
モ
記
之

畢
道
俗
貴
賤
男
女
一
紙
半
銭
之
旦
那
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
守

　
宗
見
禅
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
女

　
妙
才
禅
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
戸

　
九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
芳
紹
英
信
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
翁
常
春
禅
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
音
妙
性
大
姉

　

こ
の
一
文
は
二
つ
の
記
録
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
冒
頭
か
ら
「
従
大
永
二
年
壬
午
拾
月
九
日
」
ま
で
で
、

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
丹
波
国
分
寺
の
涅
槃
図
が
「
国
富
右
京
亮
信
真
」
を
中
心
に
地
元
の
有
力
者
に
よ
り
制
作
造
進
さ
れ
、
絵

師
は
京
都
の
「
窪
田
又
次
郎
統
泰
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
本
涅
槃
図
の
核
心
部
分
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
つ
は
こ
れ
に
続
く
後
半

部
分
の
「
丹
後
府
中
国
分
寺
雖
為
寺
物
」
以
下
、
永
禄
九
年
の
新
涅
槃
図
制
作
の
次
第
を
記
す
部
分
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
大
永
二

年
と
永
禄
九
年
の
二
つ
の
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
書
写
年
代
は
前
述
の
ご
と
く
慶
安
二
年
以
降
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従
大
永
二
年
壬
午
拾
月
九
日

丹
後
符（

府
）中

国
分
寺
雖
為
寺
物
子
細
有
テ
米
津
萬
福
寺

之
寺
物
用
之
昔（

旹
）永

禄
九
年
歳
涅
槃
像
絹
五
幅
ニ
常
光
院

重
阿
致
勧
進
一
幅
雖
仕
立
候
此
繪
像
如
形
成
繪
テ
而
候
間

永
禄
九
ヨ
リ
沽
却
仕
リ
此
繪
ニ
仕
替
候
条
前
之
旦
那
ヲ
モ
記
之

畢
道
俗
貴
賤
男
女
一
紙
半
銭
之
旦
那
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
守

　
宗
見
禅
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
女

　
妙
才
禅
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
戸

　
九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
芳
紹
英
信
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
翁
常
春
禅
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
音
妙
性
大
姉

　

こ
の
一
文
は
二
つ
の
記
録
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
冒
頭
か
ら
「
従
大
永
二
年
壬
午
拾
月
九
日
」
ま
で
で
、

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
丹
波
国
分
寺
の
涅
槃
図
が
「
国
富
右
京
亮
信
真
」
を
中
心
に
地
元
の
有
力
者
に
よ
り
制
作
造
進
さ
れ
、
絵

師
は
京
都
の
「
窪
田
又
次
郎
統
泰
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
本
涅
槃
図
の
核
心
部
分
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
つ
は
こ
れ
に
続
く
後
半

部
分
の
「
丹
後
府
中
国
分
寺
雖
為
寺
物
」
以
下
、
永
禄
九
年
の
新
涅
槃
図
制
作
の
次
第
を
記
す
部
分
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
大
永
二

年
と
永
禄
九
年
の
二
つ
の
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
書
写
年
代
は
前
述
の
ご
と
く
慶
安
二
年
以
降
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の
こ
と
と
な
る
が
、
書
写
の
時
点
で
、
大
永
時
、
永
禄
時
の
二
つ
の
記
録
が
有
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
大
永
時
の
記
録
を
合
わ
せ
ま

と
め
た
永
禄
時
の
記
録
一
つ
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
ま
れ
二
つ
の
記
録
を
合
わ
せ
た
た
め
に
「
従
大
永
」
に
見
る
よ
う

に
、「
従
」
と
い
う
文
字
が
付
さ
れ
た
り
、「
旹
」
を
「
昔
」
に
写
し
間
違
え
た
り
、
と
い
っ
た
改
変
誤
謬
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

以
下
、
核
心
部
分
で
あ
る
「
丹
後
符
中
国
分
寺
雖
為
寺
物
」
の
文
章
を
読
み
下
し
、
さ
ら
に
文
意
を
く
み
取
り
文
字
を
補
い
つ
つ

意
訳
し
て
み
た
い
。

「（
大
永
二
年
壬
午
拾
月
九
日
に
出
来
し
た
）
丹
後
国
分
寺
涅
槃
像
は
、
丹
後
府
中
国
分
寺
の
寺
物
た
り
と
雖
も
、
子
細
有
て
米
津

萬
福
寺
の
寺
物
と
し
て
之
を
用
う
。
旹
に
永
禄
九
年
歳
、
涅
槃
像
絹
五
幅
に
、
常
光
院
重
阿
勧
進
致
し
一
幅
に
仕
立
て
候
と
雖
も
、

此
繪
像
形
の
如
く
繪
に
成
し
て
候
間
、
永
禄
九
よ
り
沽
却
仕
り
、
此
繪
に
仕
替
候
条
、
前
の
旦
那
を
も
之
を
記
し
畢
ぬ
」

（
丹
後
国
分
寺
の
涅
槃
図
は
大
永
二
年
十
月
九
日
従
り
丹
後
国
分
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
が
、
仔
細
が
あ
っ
て
米
津
萬
福
寺
の
寺
物

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
永
禄
九
年
に
常
光
院
重
阿
が
勧
進
し
て
五
枚
の
絹
を
も
っ
て
一
幅
の
涅
槃
像
に
仕
立
て
た
。
こ
の
絵
は

丹
後
国
分
寺
本
の
図
様
そ
っ
く
り
に
、
も
し
く
は
涅
槃
図
の
形
式
通
り
に
作
っ
た
（
形
の
如
く
繪
に
成
し
て
）。
よ
っ
て
永
禄
九
年

よ
り
、丹
後
国
分
寺
本
を
売
却
（
沽
却
）
し
て
、こ
の
永
禄
九
年
の
重
阿
勧
進
本
に
替
え
た
。
こ
こ
に
丹
後
国
分
寺
本
の
銘
文
に
あ
っ

た
旦
那
の
名
前
も
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。）

上
記
の
文
章
で
肝
要
な
の
は
、
あ
る
時
期
「
大
永
二
年
本
」（
丹
後
国
分
寺
本
、
窪
田
統
泰
筆
）
と
、「
永
禄
九
年
本
」（
重
阿
勧

進
本
）
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
文
意
を
受
け
て
主
語
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
「
永
禄
九
よ
り
沽
却
仕
り
、
此
繪
に
仕

替
候
」
を
解
釈
す
れ
ば
、「
大
永
二
年
本
」
を
永
禄
九
年
に
売
却
し
て
「
永
禄
九
年
本
」
に
替
え
た
、
と
す
る
解
釈
が
自
然
と
思
わ
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れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
最
後
の
「
前
の
旦
那
を
も
之
を
記
し
」
た
と
い
う
の
が
、「
大
永
二
年
本
」
に
あ
っ
た
「
三
百
文

　
國
富
右
京
亮
信
真

　
百
文

　
　
同

　
信
當
」
以
下
云
々
の
寄
進
者
名
を
指
す
こ
と
に
な
り
、
得
心
が
い
こ
う
。

と
な
る
と
現
在
の
桂
林
寺
本
は
永
禄
九
年
本
に
あ
た
り
、窪
田
統
泰
が
描
い
た
大
永
二
年
本
は
既
に
沽
却
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
永
禄
九
年
本
は
、
重
阿
が
五
枚
の
絹
を
つ
な
げ
て
作
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
現
桂
林
寺
本
は
六
枚
の
絹
を
用
い
、
そ
の
内
五
枚
分
を
つ
な
げ
、
残
っ
た
一
枚
分
は
縦
に
半
分
に
切
っ
て
五
幅
の

左
右
に
縦
に
継
ぎ
足
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
銘
文
と
の
齟
齬
部
分
も
あ
り
、
あ
わ
せ
て
他
の
窪
田
作
品
と
の
様
式
上
の
比

較
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
結
論
は
慎
重
に
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
桂
林
寺
本
は
永
禄
九
年
本
で
あ
る
可
能
性
は
払
拭
で
き

な
い
。
時
代
様
式
と
し
て
も
大
永
と
永
禄
は
四
十
年
ほ
ど
の
時
間
差
が
あ
る
が
、
十
六
世
紀
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
で
み
る
と
、
涅

槃
図
な
ど
の
伝
統
的
な
仏
画
は
様
式
的
に
さ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
桂
林
寺
本
は
ど
ち
ら
の
時
代
に
お
い
て
も
違
和

感
の
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
永
禄
九
年
本
に
差
し
替
え
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
は
永
禄
の
文
中
「
形

の
ご
と
く
」
と
い
う
記
述
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
意
訳
し
た
よ
う
に
「
原
本
の
形
と
同
じ
よ
う
に
」
と
い
う
意

味
と
「
涅
槃
図
本
来
の
典
型
的
な
形
の
よ
う
に
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
者
の
意
味
で
解
す
れ
ば
、
一
般
に
涅

槃
図
の
遺
作
に
は
、
作
品
が
傷
み
新
規
に
作
り
直
し
て
も
元
有
っ
た
作
品
の
銘
文
を
写
し
、
元
の
作
品
と
同
等
と
み
な
す
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
重
視
の
傾
向
が
あ
る
。
と
な
れ
ば
「
窪
田
の
原
本
そ
っ
く
り
に
写
し
替
え
た
」、
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
前
記
し
た
よ

う
に
、
桂
林
寺
本
の
人
物
の
衣
文
線
に
見
ら
れ
る
真
横
に
は
ね
る
よ
う
な
独
特
の
打
ち
こ
み
が
、
他
の
窪
田
作
品
に
も
共
有
さ
れ
て

い
る
の
は
、
窪
田
の
原
本
に
準
じ
た
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
で
は
、
涅
槃
図
本
来
の
典
型
的
形
式
に
も
ど
し
た
、
と
い
う

解
釈
が
可
能
に
な
ろ
う
。
あ
く
ま
で
推
測
だ
が
、
大
永
二
年
の
窪
田
本
に
は
一
般
的
な
涅
槃
図
の
図
様
、
描
法
と
は
異
な
る
点
が
あ
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の
こ
と
と
な
る
が
、
書
写
の
時
点
で
、
大
永
時
、
永
禄
時
の
二
つ
の
記
録
が
有
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
大
永
時
の
記
録
を
合
わ
せ
ま

と
め
た
永
禄
時
の
記
録
一
つ
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
ま
れ
二
つ
の
記
録
を
合
わ
せ
た
た
め
に
「
従
大
永
」
に
見
る
よ
う

に
、「
従
」
と
い
う
文
字
が
付
さ
れ
た
り
、「
旹
」
を
「
昔
」
に
写
し
間
違
え
た
り
、
と
い
っ
た
改
変
誤
謬
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

以
下
、
核
心
部
分
で
あ
る
「
丹
後
符
中
国
分
寺
雖
為
寺
物
」
の
文
章
を
読
み
下
し
、
さ
ら
に
文
意
を
く
み
取
り
文
字
を
補
い
つ
つ

意
訳
し
て
み
た
い
。

「（
大
永
二
年
壬
午
拾
月
九
日
に
出
来
し
た
）
丹
後
国
分
寺
涅
槃
像
は
、
丹
後
府
中
国
分
寺
の
寺
物
た
り
と
雖
も
、
子
細
有
て
米
津

萬
福
寺
の
寺
物
と
し
て
之
を
用
う
。
旹
に
永
禄
九
年
歳
、
涅
槃
像
絹
五
幅
に
、
常
光
院
重
阿
勧
進
致
し
一
幅
に
仕
立
て
候
と
雖
も
、

此
繪
像
形
の
如
く
繪
に
成
し
て
候
間
、
永
禄
九
よ
り
沽
却
仕
り
、
此
繪
に
仕
替
候
条
、
前
の
旦
那
を
も
之
を
記
し
畢
ぬ
」

（
丹
後
国
分
寺
の
涅
槃
図
は
大
永
二
年
十
月
九
日
従
り
丹
後
国
分
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
が
、
仔
細
が
あ
っ
て
米
津
萬
福
寺
の
寺
物

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
永
禄
九
年
に
常
光
院
重
阿
が
勧
進
し
て
五
枚
の
絹
を
も
っ
て
一
幅
の
涅
槃
像
に
仕
立
て
た
。
こ
の
絵
は

丹
後
国
分
寺
本
の
図
様
そ
っ
く
り
に
、
も
し
く
は
涅
槃
図
の
形
式
通
り
に
作
っ
た
（
形
の
如
く
繪
に
成
し
て
）。
よ
っ
て
永
禄
九
年

よ
り
、丹
後
国
分
寺
本
を
売
却
（
沽
却
）
し
て
、こ
の
永
禄
九
年
の
重
阿
勧
進
本
に
替
え
た
。
こ
こ
に
丹
後
国
分
寺
本
の
銘
文
に
あ
っ

た
旦
那
の
名
前
も
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。）

上
記
の
文
章
で
肝
要
な
の
は
、
あ
る
時
期
「
大
永
二
年
本
」（
丹
後
国
分
寺
本
、
窪
田
統
泰
筆
）
と
、「
永
禄
九
年
本
」（
重
阿
勧

進
本
）
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
文
意
を
受
け
て
主
語
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
「
永
禄
九
よ
り
沽
却
仕
り
、
此
繪
に
仕

替
候
」
を
解
釈
す
れ
ば
、「
大
永
二
年
本
」
を
永
禄
九
年
に
売
却
し
て
「
永
禄
九
年
本
」
に
替
え
た
、
と
す
る
解
釈
が
自
然
と
思
わ

（83） 宗窪田統泰と桂林寺涅槃図

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
最
後
の
「
前
の
旦
那
を
も
之
を
記
し
」
た
と
い
う
の
が
、「
大
永
二
年
本
」
に
あ
っ
た
「
三
百
文

　
國
富
右
京
亮
信
真

　
百
文

　
　
同

　
信
當
」
以
下
云
々
の
寄
進
者
名
を
指
す
こ
と
に
な
り
、
得
心
が
い
こ
う
。

と
な
る
と
現
在
の
桂
林
寺
本
は
永
禄
九
年
本
に
あ
た
り
、窪
田
統
泰
が
描
い
た
大
永
二
年
本
は
既
に
沽
却
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
永
禄
九
年
本
は
、
重
阿
が
五
枚
の
絹
を
つ
な
げ
て
作
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
現
桂
林
寺
本
は
六
枚
の
絹
を
用
い
、
そ
の
内
五
枚
分
を
つ
な
げ
、
残
っ
た
一
枚
分
は
縦
に
半
分
に
切
っ
て
五
幅
の

左
右
に
縦
に
継
ぎ
足
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
銘
文
と
の
齟
齬
部
分
も
あ
り
、
あ
わ
せ
て
他
の
窪
田
作
品
と
の
様
式
上
の
比

較
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
結
論
は
慎
重
に
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
桂
林
寺
本
は
永
禄
九
年
本
で
あ
る
可
能
性
は
払
拭
で
き

な
い
。
時
代
様
式
と
し
て
も
大
永
と
永
禄
は
四
十
年
ほ
ど
の
時
間
差
が
あ
る
が
、
十
六
世
紀
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
で
み
る
と
、
涅

槃
図
な
ど
の
伝
統
的
な
仏
画
は
様
式
的
に
さ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
桂
林
寺
本
は
ど
ち
ら
の
時
代
に
お
い
て
も
違
和

感
の
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
永
禄
九
年
本
に
差
し
替
え
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
は
永
禄
の
文
中
「
形

の
ご
と
く
」
と
い
う
記
述
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
意
訳
し
た
よ
う
に
「
原
本
の
形
と
同
じ
よ
う
に
」
と
い
う
意

味
と
「
涅
槃
図
本
来
の
典
型
的
な
形
の
よ
う
に
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
者
の
意
味
で
解
す
れ
ば
、
一
般
に
涅

槃
図
の
遺
作
に
は
、
作
品
が
傷
み
新
規
に
作
り
直
し
て
も
元
有
っ
た
作
品
の
銘
文
を
写
し
、
元
の
作
品
と
同
等
と
み
な
す
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
重
視
の
傾
向
が
あ
る
。
と
な
れ
ば
「
窪
田
の
原
本
そ
っ
く
り
に
写
し
替
え
た
」、
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
前
記
し
た
よ

う
に
、
桂
林
寺
本
の
人
物
の
衣
文
線
に
見
ら
れ
る
真
横
に
は
ね
る
よ
う
な
独
特
の
打
ち
こ
み
が
、
他
の
窪
田
作
品
に
も
共
有
さ
れ
て

い
る
の
は
、
窪
田
の
原
本
に
準
じ
た
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
で
は
、
涅
槃
図
本
来
の
典
型
的
形
式
に
も
ど
し
た
、
と
い
う

解
釈
が
可
能
に
な
ろ
う
。
あ
く
ま
で
推
測
だ
が
、
大
永
二
年
の
窪
田
本
に
は
一
般
的
な
涅
槃
図
の
図
様
、
描
法
と
は
異
な
る
点
が
あ
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り
、
こ
れ
を
正
式
な
形
、
図
様
の
も
の
に
作
り
換
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
窪
田
の
画
風
は
平
俗
か
つ
奇
趣
に
富
ん
だ
と
こ
ろ
が

あ
り
、
後
者
の
理
由
も
十
分
に
想
定
可
能
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

桂
林
寺
本
の
現
在
の
涅
槃
図
が
大
永
九
年
の
窪
田
統
泰
の
作
で
あ
る
否
か
、
再
考
の
余
地
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ

の
桂
林
寺
本
が
統
泰
の
事
績
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
今
も
変
わ
り
は
な
い
。こ
の
銘
文
に
い
う
、

大
永
二
年
と
い
う
年
に
丹
後
国
分
寺
に
國
富
信
真
を
中
心
に
し
た
篤
信
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
京
都
の
絵
師
窪
田
統
泰
の
涅
槃
図
が
寄

進
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

丹
後
国
分
寺
は
廃
さ
れ
て
今
は
無
い
が
、
丹
後
府
中
に
あ
っ
た
姿
は
雪
舟
の
「
天
橋
立
図
」
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
地
方
は

名
門
一
色
氏
が
守
護
職
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
銘
文
①
に
あ
る
國
富
右
京
亮
信
真
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
国
富
氏
は
丹
後
の

有
力
国
人
の
家
柄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
国
富
氏
関
連
の
資
料
と
し
て
著
名
な
の
は
、
信
真
の
時
代
と
は
六
十
年
ほ
ど
遡
る
『
丹

後
国
惣
田
数
帳
』（
長
禄
三
年‒

一
四
五
九‒

頃
の
状
況
を
記
録
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
所
持
ま
た
は
書
写
し
た
人
物
と
し
て
奥
書
に
「
国

富
兵
庫
助
」
の
名
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
数
帳
は
南
北
朝
動
乱
を
契
機
に
丹
後
国
内
に
所
領
を
得
た
武
家
た
ち
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

兵
庫
助
も
そ
の
中
の
丹
後
郡
三
重
郷
の
知
行
者
の
一
人
と
し
て
現
れ
、
当
郷
に
お
い
て
は
筆
頭
格
の
田
積
を
有
し
て
い
る（

９
）。

国
富
右
京
亮
信
真
も
こ
の
系
譜
に
位
置
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
窪
田
統
泰
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
想

起
さ
れ
る
の
は
、
統
泰
が
仕
え
た
武
田
家
の
領
国
若
狭
と
丹
後
と
の
地
理
的
親
近
性
で
あ
る
。
こ
の
若
狭
守
護
武
田
氏
と
丹
波
守
護

一
色
氏
は
犬
猿
の
仲
と
も
い
え
、
相
互
の
侵
犯
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
国
富
信
真
が
国
分
寺
に
涅
槃
図
を
寄
進
し
た

（85） 宗窪田統泰と桂林寺涅槃図

二
十
数
年
ほ
ど
前
（
明
応
七
年‒

一
四
九
八‒

）
に
一
色
義
秀
が
国
人
衆
に
攻
め
ら
れ
て
自
刃
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
以
降
八
十
年
に

わ
た
り
、
丹
波
国
は
延
永
氏
ら
有
力
国
人
衆
の
内
紛
状
態
に
陥
る
と
い
っ
た
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

涅
槃
図
の
制
作
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
国
富
氏
に
と
っ
て
地
元
で
最
も
由
緒
の
あ
る
国
分
寺
に
涅
槃
図
を
寄
進

す
る
こ
と
は
個
人
的
な
信
仰
の
み
な
ら
ず
政
治
的
に
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
銘
文
に
は
国
富
信
真
が
三
百
文
を
奉

加
し
た
こ
と
に
続
き
、
か
っ
て
一
色
氏
守
護
代
を
つ
と
め
た
延
永
氏
も
百
文
を
奉
加
し
て
い
る）

（（
（

。

こ
の
時
、
絵
を
担
当
し
た
窪
田
は
仇
敵
と
も
言
え
る
武
田
方
の
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
大
永
二
年
当
時
は
武
田
氏
と
の
接
触
は
見
ら

れ
ず
、
そ
の
十
年
後
の
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
頃
か
ら
関
係
が
始
ま
っ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
国
分
寺
の
涅
槃
図
は
窪
田
統
泰
と
こ

の
一
帯
と
の
関
わ
り
の
最
初
期
の
資
料
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　〔
註
〕

（
１
）		

宮
島
新
一
氏
は
、
こ
の
百
三
十
年
余
り
の
年
月
と
さ
ら
に
窪
田
統
泰
の
次
世
代
の
存
在
も
想
定
し
て
、
三
代
に
と
ど
ま
ら
ず
、

総
じ
て
六
代
程
の
世
系
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。（「
日
蓮
教
団
と
絵
画
」
東
京
国
立
博
物
館
『
大
日
蓮
展
』
図
録

　
二
〇
〇
三
年
）

（
２
）	

美
術
史
方
面
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

	
	

田
中
一
松
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃

　
上
下

　
解
説
」（
雄
山
閣
『
続
日
本
絵
巻
物
集
成
六
・
七

　
一
九
四
四
・
一
九
四
五
年
）

	
	

岩
橋
春
樹
「
本
圀
寺
本
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」（
角
川
書
店
版
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』　
一
九
八
一
年
）

	
		

若
杉
準
治「「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」と
窪
田
統
泰
」（
中
央
公
論
社
版『
続
々

　
日
本
絵
巻
大
成
伝
記
・
縁
起
編
２『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』

一
九
九
三
年
）

（
３
）	

松
岡
心
平
「
若
狭
と
窪
田
統
泰
」（
小
浜
市
史
紀
要
５

　
一
九
八
一
年
）

	
		

松
岡
心
平
「
窪
田
統
泰
伝
―
戦
国
期
を
生
き
た
画
師
兼
手
猿
楽
者
の
軌
跡
―
」（	

国
語
と
国
文
学
58
︲
10

　
一
九
八
一
年
）

	
	

松
岡
心
平
「
窪
田
統
泰
と
長
源
寺
」（『
長
源
寺
史
』　
一
九
八
三
年
）
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り
、
こ
れ
を
正
式
な
形
、
図
様
の
も
の
に
作
り
換
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
窪
田
の
画
風
は
平
俗
か
つ
奇
趣
に
富
ん
だ
と
こ
ろ
が

あ
り
、
後
者
の
理
由
も
十
分
に
想
定
可
能
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

桂
林
寺
本
の
現
在
の
涅
槃
図
が
大
永
九
年
の
窪
田
統
泰
の
作
で
あ
る
否
か
、
再
考
の
余
地
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ

の
桂
林
寺
本
が
統
泰
の
事
績
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
今
も
変
わ
り
は
な
い
。こ
の
銘
文
に
い
う
、

大
永
二
年
と
い
う
年
に
丹
後
国
分
寺
に
國
富
信
真
を
中
心
に
し
た
篤
信
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
京
都
の
絵
師
窪
田
統
泰
の
涅
槃
図
が
寄

進
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

丹
後
国
分
寺
は
廃
さ
れ
て
今
は
無
い
が
、
丹
後
府
中
に
あ
っ
た
姿
は
雪
舟
の
「
天
橋
立
図
」
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
地
方
は

名
門
一
色
氏
が
守
護
職
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
銘
文
①
に
あ
る
國
富
右
京
亮
信
真
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
国
富
氏
は
丹
後
の

有
力
国
人
の
家
柄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
国
富
氏
関
連
の
資
料
と
し
て
著
名
な
の
は
、
信
真
の
時
代
と
は
六
十
年
ほ
ど
遡
る
『
丹

後
国
惣
田
数
帳
』（
長
禄
三
年‒

一
四
五
九‒

頃
の
状
況
を
記
録
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
所
持
ま
た
は
書
写
し
た
人
物
と
し
て
奥
書
に
「
国

富
兵
庫
助
」
の
名
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
数
帳
は
南
北
朝
動
乱
を
契
機
に
丹
後
国
内
に
所
領
を
得
た
武
家
た
ち
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

兵
庫
助
も
そ
の
中
の
丹
後
郡
三
重
郷
の
知
行
者
の
一
人
と
し
て
現
れ
、
当
郷
に
お
い
て
は
筆
頭
格
の
田
積
を
有
し
て
い
る（

９
）。

国
富
右
京
亮
信
真
も
こ
の
系
譜
に
位
置
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
窪
田
統
泰
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
想

起
さ
れ
る
の
は
、
統
泰
が
仕
え
た
武
田
家
の
領
国
若
狭
と
丹
後
と
の
地
理
的
親
近
性
で
あ
る
。
こ
の
若
狭
守
護
武
田
氏
と
丹
波
守
護

一
色
氏
は
犬
猿
の
仲
と
も
い
え
、
相
互
の
侵
犯
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
国
富
信
真
が
国
分
寺
に
涅
槃
図
を
寄
進
し
た
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二
十
数
年
ほ
ど
前
（
明
応
七
年‒

一
四
九
八‒

）
に
一
色
義
秀
が
国
人
衆
に
攻
め
ら
れ
て
自
刃
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
以
降
八
十
年
に

わ
た
り
、
丹
波
国
は
延
永
氏
ら
有
力
国
人
衆
の
内
紛
状
態
に
陥
る
と
い
っ
た
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

涅
槃
図
の
制
作
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
国
富
氏
に
と
っ
て
地
元
で
最
も
由
緒
の
あ
る
国
分
寺
に
涅
槃
図
を
寄
進

す
る
こ
と
は
個
人
的
な
信
仰
の
み
な
ら
ず
政
治
的
に
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
銘
文
に
は
国
富
信
真
が
三
百
文
を
奉

加
し
た
こ
と
に
続
き
、
か
っ
て
一
色
氏
守
護
代
を
つ
と
め
た
延
永
氏
も
百
文
を
奉
加
し
て
い
る）

（（
（

。

こ
の
時
、
絵
を
担
当
し
た
窪
田
は
仇
敵
と
も
言
え
る
武
田
方
の
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
大
永
二
年
当
時
は
武
田
氏
と
の
接
触
は
見
ら

れ
ず
、
そ
の
十
年
後
の
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
頃
か
ら
関
係
が
始
ま
っ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
国
分
寺
の
涅
槃
図
は
窪
田
統
泰
と
こ

の
一
帯
と
の
関
わ
り
の
最
初
期
の
資
料
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　〔
註
〕

（
１
）		

宮
島
新
一
氏
は
、
こ
の
百
三
十
年
余
り
の
年
月
と
さ
ら
に
窪
田
統
泰
の
次
世
代
の
存
在
も
想
定
し
て
、
三
代
に
と
ど
ま
ら
ず
、

総
じ
て
六
代
程
の
世
系
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。（「
日
蓮
教
団
と
絵
画
」
東
京
国
立
博
物
館
『
大
日
蓮
展
』
図
録

　
二
〇
〇
三
年
）

（
２
）	

美
術
史
方
面
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

	
	

田
中
一
松
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃

　
上
下

　
解
説
」（
雄
山
閣
『
続
日
本
絵
巻
物
集
成
六
・
七

　
一
九
四
四
・
一
九
四
五
年
）

	
	

岩
橋
春
樹
「
本
圀
寺
本
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」（
角
川
書
店
版
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』　
一
九
八
一
年
）

	
		

若
杉
準
治「「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」と
窪
田
統
泰
」（
中
央
公
論
社
版『
続
々

　
日
本
絵
巻
大
成
伝
記
・
縁
起
編
２『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』

一
九
九
三
年
）

（
３
）	

松
岡
心
平
「
若
狭
と
窪
田
統
泰
」（
小
浜
市
史
紀
要
５

　
一
九
八
一
年
）

	
		

松
岡
心
平
「
窪
田
統
泰
伝
―
戦
国
期
を
生
き
た
画
師
兼
手
猿
楽
者
の
軌
跡
―
」（	

国
語
と
国
文
学
58
︲
10

　
一
九
八
一
年
）

	
	

松
岡
心
平
「
窪
田
統
泰
と
長
源
寺
」（『
長
源
寺
史
』　
一
九
八
三
年
）
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（
４
）	

桂
林
寺
本
に
つ
い
て
は
全
図
の
カ
ラ
ー
写
真
が
『
丹
後
の
錦
』（
舞
鶴
市
教
育
委
員
会
編

　
一
九
八
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）		

相
澤
正
彦
「
室
町
や
ま
と
絵
師
の
系
譜
」（
講
談
社
版
日
本
美
術
全
集
第
12
巻

　『
水
墨
画
と
中
世
絵
巻
』　
一
九
九
二
年
）
に
お

い
て

	
	

室
町
時
代
の
や
ま
と
絵
師
を
総
覧
し
た
中
で
、
窪
田
家
に
も
触
れ
た
。

（
６
）	

若
杉
氏
、
上
掲
註
２
の
文
献

（
７
）		
こ
れ
ら
四
種
の
裏
書
は
『
天
橋
立
紀
行
～
そ
の
歴
史
と
美
術
～
』（
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

　
特
別
展
図
録

　
二
〇
〇
五
年
）

五
八
頁
か
ら
五
九
頁
に
一
括
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
図
の
挿
図
も
こ
れ
か
ら
転
載
し
た
。
な
お
こ
の
裏
書
四
種
の

状
態
（
直
接
墨
書
、
貼
付
紙
墨
書
等
）
は
一
九
九
六
年
に
調
査
し
た
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
８
）		

こ
の
寛
保
四
年
時
の
修
理
時
に
箱
も
作
ら
れ
た
よ
う
で
現
在
の
箱
の
蓋
裏
銘
に
「
丹
州
田
邊
天
香
山

　
桂
林
禅
寺
常
住
物

　
寛

保
四
龍
集
甲
子
二
月
穀
旦
現
住
普
頑
叟
修
補
焉
」
と
あ
る
。

（
９
）	『
宮
津
市
史
』
通
史
編
上

　
第
二
節
『
丹
後
国
惣
田
数
帳
』
の
世
界
（
二
〇
〇
二
年
）

（
10
）		

当
時
、
奉
行
を
つ
と
め
た
「
尊
呈
」
は
、
現
丹
後
成
相
寺
の
「
紅
玻
璃
阿
弥
陀
像
」
を
こ
れ
よ
り
約
二
十
五
年
下
っ
た
天
文
九

年
（
一
五
四
九
）
に
修
理
し
て
お
り
、（
註
７
の
文
献
︲
59
頁
参
照
）
丹
後
地
方
で
数
々
の
作
善
に
従
事
し
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。

※	

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
桂
林
寺
の
能
登
春
夫
御
住
職
に
は
調
査
熟
覧
に
御
高
配
を
頂
き
、
吹
田
直
子
氏
（
京
都
府
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
）、
藤
原
重

雄
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
古
川
元
也
氏
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
よ
り
貴
重
な
御
教
示
、
御
助
言
を
賜
っ
た
。
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

な
お
本
論
文
は
平
成
21
年
～
22
年
に
受
け
た
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
宗
教
美
術
作
品
に
お
け
る
基
礎
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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図 1	 涅槃図（全図）桂林寺
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図 2	 涅槃図（部分）桂林寺　以下、図 11 まで同じ。

図 3	

（89） 宗窪田統泰と桂林寺涅槃図

図 5	

図 6	

図 4	
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図 2	 涅槃図（部分）桂林寺　以下、図 11 まで同じ。

図 3	

（89） 宗窪田統泰と桂林寺涅槃図

図 5	

図 6	

図 4	
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図 7

図 9	

図 10

図 11

図 8

（91） 宗窪田統泰と桂林寺涅槃図

図 12-c　宮増弥左衛門像
図 12-b　日蓮聖人註画賛

図 12-a　涅槃図　桂林寺

図 13　涅槃図裏書（全４種）桂林寺

図 14　涅槃図裏書（上段右のもの）桂林寺
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図 7

図 9	

図 10

図 11

図 8

（91） 宗窪田統泰と桂林寺涅槃図

図 12-c　宮増弥左衛門像
図 12-b　日蓮聖人註画賛

図 12-a　涅槃図　桂林寺

図 13　涅槃図裏書（全４種）桂林寺

図 14　涅槃図裏書（上段右のもの）桂林寺


